
地域資料 多様な情報源
地域の情報
自ら創った情報

「本」以外の様々な
デジタル情報

▼対象とする情報 ▼対象とする情報

出版物
▼対象とする情報

いわゆる「本」
（紙／デジタル）

令和6年度⻑野県eLibrary計画について

信州デジタル
コモンズ

こ
れ
ま
で
整
備
し
た

仕
組
み
・
基
盤

こ
れ
か
ら
整
備
す
る

仕
組
み
・
基
盤

信州サーチ

→オリジナルコンテンツの
搭載可能（EPUB3／PDF）

調査研究支援
レファレンスブック

読書活動・学習支援
一般書、多読テキスト、参考書

→信州ブックサーチへの取込み

電子書籍：専門書

電子書籍：一般書

eReading

『わたしたちの
信州学』

▼「共知・共創の広場」＝「新しい図書館」を目指した
デジタルトランスフォーメーション

信州
ブックサーチ

動画／画像／写真／テキスト

画像／テキスト

書誌情報
県⺠⾃らが情報をつくり、
記録していくための情報基盤 画像／テキスト

想・IMAGINE・
信州

連想検索機能で
「探す」だけでは
ない意外性のある
知との出会い
・提案

電子書籍

市町村、各種団体等が
それぞれのアーカイブ
をアップロードしてい
ける体制整備

今
後
の
展
開

対象DBやデータ種別の見直し
および拡張・機能向上
→信州サーチの対象：17→24

商用DB

新聞・論文・
事典等

対象機関・
コンテンツの拡大

県内公共図書館・
大学図書館の所蔵
資料を横断的に

検索

Web上のDB等と連
携し、読みながら
調べられる探究学
習支援コンテンツ

県に加え、松川村、池田町のコンテンツ
搭載済み（宮田村で準備中）
→各⾃治体の郷土学習テキスト等への
さらなる横展開

探す・残す・創る

読む・
創る・
調べる

探す・発見する

調査研究用コンテンツを
電子書籍でも提供。今後
の蔵書構築方針要件等。

市町村と県による協働電子図書
館を運営委員会で運営
重点（学校連携、読書バリアフ
リー、オリジナルコンテンツ）

「信州ナレッジスクエア」
「実践的な学び」を創発する仕組
「信州」を切り口にして多様な情
報源にたどり着ける地域情報資源
のポータルサイト。
信州が大切にしてきた「実践的な
学び」を創発する仕組み。
現在、5つのコンテンツが稼働
⻑野県リポジトリ（仮称）を6つ
目として検討中
「信州共同リポジトリ」で実現で
きないか検討中

知のポータル

これまでの図書館を「知識基盤
社会の知の拠点」へ転換する
・情報と情報をつなぐ
・情報と人をつなぐ
・人と人をつなぎなおす

▼取組みの柱（改革事業期）

全館
Free Wi-Fi
情報との

自由な出会い

目録の電子化

（情報種別・利用行動からの整理）

県⺠が、図書館を通じて⼿にでき
る情報の質・量・⼿段を拡張する
ための基盤拡充と安定運用
⇒人生を豊かにする創造的な
「学び」の基盤づくり

⇒リアルとバーチャルのベスト
ミックス

▼目標

紙資料

さまざまな機関の
情報資源の見える化

・あいとぴあ図書室
・⻑野県⽴美術館アート
ライブラリー
・飯綱町、松本大学

探す・読む・調べる

県内外の
信州に関わる
情報源を横断検索

⻑野県
リポジトリ(仮称)

・行政資料
・地域の知的生産物

令和5年度第2回県⽴⻑野図書館協議会
令和6(2024）年3月13日

・松澤宥デジタルアーカイブ
・安曇野市文書館
・駒ケ根市東伊那公⺠館
紙資料とミックスした活用法

▼県⺠の情報利用行動を起点とする

▼ MLA連携→MALTICKS連携で実現

▼取組みの柱（進化事業期）
情報・人・場の融合による
・図書館機能のデジタル化
・学びのネットワーク化

・協働事業「デジとしょ信州」
第1期：R3〜R8年度
第2期に向けたシステム基盤・協働
体制の維持

・「信州ナレッジスクエア」機能強化
更新：R6年度末→R7年10月

・⻑野県リポジトリ構築
・空間・人的サービスとの有機的接続

・リンク切れを防
ぐためのDOI ・固
定URL付与
・ストレージ増強
・地域連携コー
ディネーター育成

ラインナップ見直し
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地域資料 多様な情報源
地域の情報
自ら創った情報

「本」以外の様々な
デジタル情報

▼対象とする情報 ▼対象とする情報

出版物
▼対象とする情報

いわゆる「本」
（紙／デジタル）

⻑野県eLibrary計画（令和3年度）

信州デジタル
コモンズ

こ
れ
ま
で
整
備
し
た

仕
組
み
・
基
盤

こ
れ
か
ら
整
備
す
る

仕
組
み
・
基
盤

信州サーチ

古典・名著のオープンデー
タの活用（⻘空文庫等）

調査研究支援
レファレンスブック

読書活動・学習支援
一般書、多読テキスト、参考書

→信州ブックサーチへの取込み

電子書籍：専門書

電子書籍：一般書

eReading

『わたしたちの
信州学』

▼「共知・共創の広場」＝「新しい図書館」を目指した
デジタルトランスフォーメーション

信州
ブックサーチ画像／写真／

テキスト

画像／テキスト

「信州ナレッジスクエア」
書誌情報

県⺠⾃らが情報
をつくり、記録
していくための
情報基盤

画像／テキスト

想・IMAGINE・
信州

連想検索機能で
「探す」だけでは
ない意外性のある
知との出会い
・提案

電子書籍
「実践的な学び」を創発する仕組
「信州」を切り口にして多様な情
報源にたどり着ける地域情報資源
のポータルサイト。
信州が大切にしてきた「実践的な
学び」を創発する仕組み。
現在、5つのコンテンツが稼働
⻑野県リポジトリ（仮称）を6つ
目として検討中

市町村、各種団体等が
それぞれのアーカイブ
をアップロードしてい
ける体制整備

今
後
の
展
開

対象DBやデータ種別
の見直しおよび拡
張・機能向上

図書館内に整備

商用DB

新聞・論文・
事典等

対象機関・
コンテンツ
の拡大

県内公共図書館・
大学図書館の所蔵
資料を横断的に

検索

Web上のDB等と連
携し、読みながら
調べられる探究学
習支援コンテンツ

新たな電子書籍の提案
・作成
→各⾃治体の郷土学習
テキストへの横展開

探す・
残す・創る

読む・
調べる

知のポータル

探す・発見する

調査研究用コンテンツの
デジタル化を図り、県⺠
の学びの質向上につなげる

市町村と県との協働事業化
（「⻑野県DX戦略」先端技術
活用推進協議会WGの設置）

これまでの図書館を「知識基盤
社会の知の拠点」へ転換する
・情報と情報をつなぐ
・情報と人をつなぐ
・人と人をつなぎなおす

▼取組みの柱（改革事業期）

全館
Free Wi-Fi
情報との

自由な出会い

目録の電子化

（情報種別・利用行動からの整理）

県⺠が、図書館を通じて⼿に
できる情報の質・量・⼿段を
拡張するための基盤整備
⇒人生を豊かにする創造的な
「学び」の基盤づくり
⇒リアルとバーチャルのベスト
ミックス

▼目標

紙資料

さまざまな機関の
情報資源の見える化

・あいとぴあ図書室
・⻑野県⽴美術館アート
ライブラリー

探す・読む・調べる

県内外の
信州に関わる
情報源を横断検索

⻑野県
リポジトリ(仮称)

・行政資料
・地域の知的生産物

令和3年度第1回県⽴⻑野図書館協議会
令和３(2021）年7月16日

▼県⺠の情報利用行動を起点とする

▼取組みの柱（進化事業期）

情報・人・場の融合による
・図書館機能のデジタル化
・学びのネットワーク化

重点事業
・電子書籍サービス導入
・⻑野県リポジトリ構築


